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は じ め に

　本小委員 会は 昭和55年 の 病院薬局協議会で ， 福岡大学

の 黒田 健 氏 よ り提案さ れ ， 採択 されて 発足 した もの で あ

る．

　病院薬局 の 環境 は 快適で あ る と と もに，能率的か つ 薬

剤の 品質確保 に 十 分 な 環境下 に あ る こ とが重要 で あ る．

そ こ で，本小委員会て は ，こ の よ うな 条件 を満 た す た め

の 今後 の 目標，問題点，対策 な どに つ い て 検討す る こ と

と し た．病院薬局を よ り よい 環境 に 改善 して い くた め に

tk，経済的裏付け ， その 他多 くの 要因が関与 し，その 実

現に は 非 常な 困難 を伴 うこ とが 予測 され るが，今後 の 環

境改善 の
一

助 とな るべ く病院薬局 の 環境衛生 の 指針的な

もの の 作成 に とりか か っ たわけで ある．

　1年目の
一・
昨年 は ，まず病院薬局 の 環境衛 生 を構成す

る 因子 と して ，（1）温度 ， （2）湿 度，（3）換気，（4）照度，（5）浮

遊粉塵 ，   騒音，（7）色彩 の 7 項目をとりあげた．そ して

各 々 の 項 目に つ い て 既存の 労働安全衛生法 ， JISな ど の

許容基準 を参考 と して ，た た ぎ台 と して の 病院薬局環境

基準第
一

次素案を作成 した ．続い て そ の 案IC対す る ご意

見 並 び に 各病院薬局の 環境衛生 上 の 問題点 ， 現状な ど に

っ い て ア ソ ケ
ー

ト調査を実施 した． 149施設か ら ご 回 答

をい た だ い た が ，
こ の 調査結果 に よ り病院薬局 の 環境衛

生 上 の 現 状 で の 閔題点 を あ る 程度 把握 す る こ とがで き

た，さらに ，第
一・
次素案1・C 対す る貴重 な ご 意見 を 参考に

して 第二 次素案を作成 した。

　 2年目の 昨年 1よ，環境衛生の 現状調査の
一
環 と し て ，

全国27の 施設 で 照度の 詳細 な 測 定を行 うと ともに ，調剤

室で の 騒音発生源の 機器に つ い て 騒音 の 予備測定を 行

っ た ．照度 の 実測 は ，大学病院，大病院 ， 中 ・小病院，

診療所各 々 ほ ぼ同数ずつ 選び，全 般照 度 と 局部照度 に 分

け て 行 っ た．全般照度は ， 調剤室，薬品管理室な ど職員

が常時勤務 して い る室全体 の 明る さ で あり， 局部照度は

調剤台．L，分包機な ど作業 をす る際に 視線が よ くい く部

分の 明 る さで あ る．さ らに ， 北里大学病院調剤室の み

で
，

：
音源と 思わ れ る 機器 ，設備を稼動 さ せ た と きの 騒音

レ ベ ル の 測定並 び に 周波数分析を行 っ た．

　3年目の 本年は，昨年 に 引き続 ぎ， 騒音の 測定 （暴露

時間の み ）を 8 施設 で 行 っ た．　　　　　　　　　　　 ，

　こ の 測定は ， 病院薬局 の 中で 騒音 が 最も高い と 思わ れ

る 調剤室散剤 コ ーナ
ー

で 実施 した が，うち 1施設 では製

剤室，DI 室 な どで も測 定 し比較 した． また，浮遊粉塵

の測定を 8施設 で実施した．測定方法は ， 本年度の 課題

研究 「病院薬局 に お け る 浮遊粉塵の 1圓睫 方法 の 研究」結

果 に 基 づ き，相対濃 度 法に よ っ た ．

　な お，本年 は 3年間 の ま とめ の 年 に あた るの て
， 初年

度の ア ソ ケ ート 調査 に よ る 実態，2 〜3 年 目の 照 度．騒

音， 浮遊粉塵 の 実測結果 お よび そ の 他 の 基 準な どを参考

に して，改め て 病院薬局環境基準案を提案す る．

1　騒音の測定

　騒音 は 病院薬局の 環境衛生の
一・

因子 と して，業務 の 安

全性 ，能率性 ， また情緒安定性の 阻害お よび 疲労 の 増強

な どの 面 か ら大きな 問 題に な りつ つ あ る．

　病院薬局の 騒音に つ い て は 資料が ほ とん どない の が実

状で あ るの で ，昨年予 備測定を行 っ た．本年 は 8施設で

騒音暴露時間 の み の 測 定 を行 っ た．測定点は 騒音 レ ベ ル

が最も高い と思わ れ る調剤室散剤 コ ー
ナ
ーの 中心 点 と し

た．な お，北 里大学病院 の
…
施設 の み で あ るが，その 他

に 錠剤 コ ーナ
ー，入 院 コ ーナ ー一お よ び 1）1 室，薬晶管理

事務室 で も同様 に 測定した ．

　1，　測 定病院名

　昭 和大学 ， 慶応 大 学，東京医 科 大 学，北 里大学，国 軌

　相模原，相模原協同 ， 相模野，東芝林間

　2． 測 定 方 法

　2−1　　言貝U　　定　　暑3

　10 チ ャ ン ネ ル 騒皆集積計 NB −04 （リオ ン 社製）

　騒音集積計読取装 置 NB −51 （リオ ン 社製）

　 2−2　　孟｝珊　　定　　法

　散剤 コ
ー

ナ
ー，錠剤 コ ーナ ー，人 院 コ ー

ナ
ーお よび 医

薬品情報室，薬晶管理 事務室の 中心 点，並び に 散剤予製

剤用分包機 の 前 1m の 地点の 床上 150cm と こ ろに 騒 音
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集積言｛
’
を設置し 業務時間 （9〜17時）の 間 稼動 させ ，

5dB 間隔 （今回 は 45〜90　dB ）の 騒 音集積時間を読み と

る．

　2−3 測 定 結 果

8 施設の 調剤室散剤 ・ 一
ナ
ー

つ い て ，土 曜 日 を除 く2
〜3 日間の 騒音暴露時間 数の 割合 の 平均値を 表 1 に 示

す． A 病院 で は 60〜65　dB （A ）が最も多 く34％で あ っ

た．表に は 参考 と して ， 測定 日の 1 日 平均外来処 方 せ ん

Vol．9
，
　 No ．2 （1983）

枚数，調剤室人員，分 包 機数，部分集塵機数 を掲げ た．

　次 に，北里 大学病院調剤室散剤 コ ーナ ー
r 錠剤 コ

ー
ナ

ー
， 入 院 コ ・一

ナ
ーお よび 予包機を稼動 させ てい る と きの

製斉1∫散 剤 室． DI 室，薬品管理事務室 の 騒音暴露時間 の

3 日間 の 平均値を表 2 に 示 す．時間数 の 最も多い の は 散

剤 コ ー
ナ
ーで 65〜70dB （A ），錠剤 コ ー

ナ ＿は 60〜65
dB （A ）・入 院 コ ー

ナ ーは 55〜60　dB （A ）で あ り，
　 DI

室は 45〜50dB （A ），薬品 管理事務室は 55〜60dB ，製

表 1・調 剤 室散 剤 ・ 一ナ ー中心 地 の 騒音顯 時間 数 の 割合 （％）

　　　　　　　　　　　　　　　 （1 日 8 時間 ，2 〜3 日聞 の 平 均 ）

　　　　　　　　　　病院

騒音レベ ル
A BCDE FGH

45〜50dB（A） 200 2110441

50〜55 4 　2「 3 1541527

55〜60 1625 29172212

60〜65 3424142932182812
65〜70 28393436425233
70〜75 1224362483ll0

75〜80 4876 234 0
80〜85 010 O000 0
85〜90 000 0o0o 0
90〜95 000 0000 0

1 日平均 外来
処 方せ ん 枚 数

914112815491443520360584203

調 剤 室 人 員 28284331134104
分 包 機 数 35116 2 132
部 分集塵 機数

（卓上型 を含む ）
57 4 1 15 1

A

表 2．北 里大 学病 院薬剤部各 室 ま た は コ ーナ ー中心 地 の 騒音暴 露

　　時間数 の 割合 （％）　　　　　　　 （1 日 8 時間 ， 3El 間平 均 ）

測 定地 調 剤 室 製 剤室 医薬 晶

　　　　　　　一
薬 品管理

騒 音 レ ベ ル 散剤コーナー 錠剤コ
ー＋ 一

入院コ
ーナー 散 剤 室 情報室

．「
拝 務 室

45〜50dB （A ） 2 3 1 0 45 1
50〜55 1 0 1 1 31 8
55− 60 2 41 47 1 17 75
60〜65 29 42 36i 　 25 6 12
65〜70 36 12 111 　　　0 1 3
70〜75 24 2 3

．
　　 28 0 1

75− 80 6
「

0 1 451 　　　0 0
80〜85 0 0 0 0

レ

　　　0 0
85〜90 0 0 0 0 0 0
go−−95 0 0 0 0 0 0

備 　 　考
予 包用

分 包機
6 時間

稼　動

一一一L｝
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（

剤散剤室は 75〜80dB （A ） で
， 当然の こ とな が ら製剤

散剤室，調剤室散剤 コ
ー

ナ
ーが 高い 結果 で あ っ た．

　測 定 した 騒音 レ ベ ル を 基準値 と比較す る 場合 ， 騒音 の

状況に よ りい くつ か の 方法が あ る．一一・
定の 音が連 続す る

場合，周期的 に 変動す る場合，不規則に 大幅 に 変動す る

場合な ど に よ り騒音 レ ベ ル の 評価が 異 な る．今 回 の 測 定

は 1 日を 通 して どの 程度の 騒音に さらされ て い る か を把

握す るため に 騒音暴露時間を測定 した・JIS　Z　8731，騒

音規制法 に よ る騒音 レ ベ ル の 測定手順は ほ ぼ 次の 通 りで

ある．

　（1） 5 秒 お きに 50回測定す る．

　  　 レ ベ ル 別 の 度数を求め る．

　（3） 度数を累計 して累積度数を求め る．

　  　累積度数曲線を 描 く．

　〔5） 5％，50％，95％ の 値を 読み と る．

　今回測定 した A 病院に つ い て騒音暴露時間数の 割合の

累積度数曲線を図 1 に 示す．こ の 図 で 曲線が50％を切 る

点，すな わ ち 中央値ば 61ホ ソ ，90 ％ レ ソ ジ の 下 端は 累積

の 5％ を切 る51ホ ソ ， 上端 は95％を 切 る72ホ ン とな る．

　次 に 表 1，表 2 の 数値を図 1 の よ うに 曲線を描き， 各

コ ーナ ー別，各室別の 騒 音 レ ベ ル を 中央値，90％ レ ン ジ

で 示 した （表 3），騒音規制法 で は 基準値 との 比較 は 中

央 値 を採用す る こ とに な っ て い る．中央値を基準 と した

場合，各病院散剤 コ
ー

ナ
ーは 1 施設 を 除い て は 65ホ ン 以

下 で あ り，事務的業務の 多い DI 室 ， 薬品管理事務室 は

55ホ ン 以下 で あ っ た．しか し，機械の 稼動して い る製剤

室 は72ホ ン と高い ．90％ レ ソ ジ の 上 端 を基 準 と した と き

は ，ほ とん どの 施設が65ホ ン 以上の 結果 で あ っ た．
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図 1．騒 ITレ ベ ル 累積度 数 曲線 （．丶病院 の 例 ）
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o

病院

中　 央　1直
　 （50％ fl直）

彎 。 牒

表 3。　各 コ ーナ ー別 騒 音 レ ベ ル （ホ ン また は dB）

各病院　 1牧剤 コ
ーナ ー

A　 B　 C　 D　 E

61　 65　67　65　 63F53

72　　74　　74　　73　　72　　　73

51　　58　　55　　57　　51　　45
　 　 　 　 　 　 　 　 　 以 ド

一
『一一． ．．T一

GH 錠剤コ

61

7448

49

y

5

65

　2−・4 考　察

　8 病院 の 散剤 コ ーナ ー
中心地 の 騒音 レ ベ ル を比較す る

と， 業務量が多い （処 方 せ ん 枚数，人員，分包機数が多

い ）病院 ほ ど高 い 傾向に あ る．集塵機は 現在 45ホ ン 程度

で ある の で
， 全体 の 騒音 に は ほ と ん ど影 響 しない とい え

る．新しい型 の 分包機は ，薬塵を拡散 させ ない た め に 密

閉 に 近 い 状態 に 設 計 され て い る 機種が 多 い の で，騒音 の

点 で も好 ま しい 状態 に あ るが， 古 い 円盤式分包機は 大き

な騒音発生源とな っ てい る．した が っ て 門盤式分包機 の

多い 病院は 騒音 レ ベ ル が 高い とい える．

　散剤 コ ー
ナ
ー以 外で は 錠剤 コ ーナ ーが56ホ ソ

， 入 院 コ

ーナー57ホ ソ ，
DI 室，薬品管理 事務室は 55ホ ン 以

．
トで，

ほ ぼ基準案に 近い レ ベ ル に あ る．しか し，製剤 室 で は 機

懴を 稼動 させ た 場合72ホ ン と 高 く，今後改善の 余地 が あ

る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
’

H　浮遊粉塵の 測定

　薬局 の 浮遊粉塵は
一
般 粉塵 と薬塵 とを別 々 に 測定し，

別 個 に 規定す る こ とが理 想 で あ るが，薬塵の み の 測定法

は 開発され て お らず今後 とも非常 に 困 難 と思わ れ る．そ

こ で 本小 委員会で は一般粉塵 と薬塵 とを ま とめ て 浮遊粉

塵 と して と らえ，基 準案を作成す る こ と と した，

　浮遊粉塵の 測定法 に は 数多 くの 方法が あ り， 病院薬局

の 粉塵測定 に もい くつ か の 方法が 準用 され て い るが，未

だ 方法が統
一

され てい な い の で 施設問で の デ ー
タ の 比較

が 事実上 で ぎない の が 現状で あ る．そ こで本年の 課題研

究 と し て 「病院薬局 に お け る 浮遊粉塵 の 測定方法の 研

究」 が と りあげ られ た．その 結果を参考 と して ， 相対濃

度測定方法を用い て 若干の 施設で 粉塵測定を行 っ た．

　し　測定病院名

　聖 マ リ ア ソ ナ 医 科大学，北里 大学 ， 鬮立 医療 セ ン ター，

　市立 川 崎 ， 国立相模原，大和市立，警友総合，日本鋼管

　2． 測 定 方 法

　2−1 測 定 器

　  散乱光式デ ジ タ ル 粉塵計 P−511 型

　　 （柴田化学機械工 業製）

北　里　大　学　病　院

錠剤コ ー十一　凡院コ
ー

ナ
ー

製剤 f、t／ DI室　薬品 管理 室

57

70＝

U

＝
」

7249

77　　 59

58　　 45
　 　 　以 下

54

224U

匚

9

　あらか じめ 0．3 μm の ス テ ア リ ン 酸粒子 に つ い て 1
cpm （eount 　per 　minute ）当 1り O．　OO1　rpg／me の 感 度 を保

持す る よ う較正 した もの を使用 した．

　  圧 電天秤式 ピ エ ゾバ ラ ソ ス 粉塵計

　　 （日本科学工業製）

　あ らか じめ 較正 した もの を 嘆用 した，

　2−2　　淡畦　　定　　丿、
1
∴

　　　　　　　　　　　N 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＼　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　〆
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

丶
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＼

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 P　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ／

L

A

　散剤 コ
P

ナ
ー

の 中心

点 を原 点 と し，図 2 の

通 り5 ヵ 所 の 床 上 75

cm 以 ヒ 120em と す

る．

　2−3 測 　定

　1）　デ ジ タ ル 粉塵言i

　　　　　　／

　　　　ジ
σ（

　　　　ノ　　　　　　　　＼　　　 ノ
　 　 　 ノ　　　　　　　　　　　　　　　　x

　 　 ／cr　　　　　　　　 b
　 〆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

　
！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丶〆　　 　　　　 　　　　 　　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 ＼／

図 2．測 定 点 の 決 め 方

　10分間 の 積算値を求め ， 次式で 粉塵量 を 計算す る，

　　　　W ・
一
（
R
　　　− DIo）・ T）　，…・…・…………・一…・（・）

　　WD ：浮遊粉塵量 （mg ／m3 ）

　　　R ：総 カ ウ ン ト数

　　　D ： ダ ーク カ ウ γ ト数

　　 KD ： 質量濃度変換係数 （課題研究 よ り0．0044 ）

　2）　 ピ エ ゾバ ラ ン ス 粉塵計

　 1 回 の 測 定時間を 120秒 に セ ッ ト し，5 回連続測定 し，

そ の 算術平均値 を求 め（2）式 よ り計箕す る．

　　　　WP ＝C × Kp ・…………・・……………・・・・・・…（2）

　　WP 　I浮遊粉塵量 （r・gfmS）

　　　C ： 測定値の 平均値

　　Kp ： 質量濃度変換係数 （課題研究 よ り 1・　54）

　3， 測 定 結 果

　集塵設備が あ る 程度備わ っ て い る と思わ れ る 4 病院 と

集塵設備がな い か ， または あっ て も不十分と思わ れ る 4

病院の 計 8 施設 に つ い て，土 曜 日を 除 く任意の 日の 10

〜 13時 の ピ ー
ク 時間帯を選 ん で 測定した．デ ジ タ ル 粉塵

計と ピエ ゾパ ラ ン ス 粉塵計を 並行測定した 結果を表 4 に

示 す．な お ， こ の 表 の 数値は 測定点 5 点の 平均値 で あ

る．
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表i1．　浮 遊 粉 麋 測 定 結 果

『一 一

デ ジ タ ル 粉 塵計 ピ エ ゾ バ ラ ン ス 粉塵 計

測 定病院
読 取値

1｝（cpm ） 粉 塵 景 （mg ！m う 1，ず‘取 仙、21瞬 、・
’
mL ） 粉 塵 量 （旧9／1

集
A
「 12．6 0．055 0．036 0．055

塵 B
’

9．1 0．040 0．029 0．045
機

あ
C
「

7．8 0．034 0．030 0．046
り D

’
10．6 0．047 0．034 0．052一．

f毳 ま E’ 74 0．326 0．18 0．277
塵 た

機 は

な
』
イく

F
卩

・
・131

．6107

．6

O」 390

．470

0ユ 00

．28

O．1540

。430
rl ．

齟
“
　ラ♪ H

「
45．6 0．200 0．13 0．200

一

ハ

尸

1． 考　察

・
啾 の 聲 ・），・鰌 臀 ・値

2， （2）式の C ．5 点の 平均1直

　今 回，課題研究結果に 基 づ き8 施設 に つ い て，業 務 ピ

ーク 時 に 相対濃度測定法の うち よ く使用され て い る デ ジ

タ ル 粉塵計 と ピ エ ゾパ ラ ソ ス 粉 塵計 の 2種 の 機種で 並行

測定を 行 っ た． 1 日を通 じて は 測定 して い な い が，次 の

こ とカtい え，よう．

　（1） デ ジ タ ル 粉塵計 と ピ エ ゾバ ラ ソ ス 粉塵計 との 数値

に 質量濃度変換係数 （K 値） を 乗ずれば，浮遊粉 塵量 を

mg ／me で 算出で ぎる め どがつ い た．

　  　同 ・−te設 に お い て 集塵装置を 稼動 させ た 場合 と止

めた 場合 とで測定して い ない が ， 集塵装置 が 傭わ って い

る施 設 は 0・05mg ／m3 以下 で あ り。不十分 な施設は ほ ほ

O，15　mg ／m3 以上 で 差 が 認め られ た．

　  　上 記の 事柄を確認す るた め に ，今後さらに 測定を

繰 り返す必要が あ る．

　次に ，本小委員会活動 の まとめ と して，初年度 の 病院

薬局 環境基準素案を 改め て 再検討 した結果 を提案す る．

こ れ は 1年 目の ア ソ ケ ート調査， 2年 臥 　3 年 目の 照

度， 騒音，浮遊粉塵 の 実測結果 お よび 文献等を踏まえた

もの で あ る．また，環境因子 の 測定方法も掲げ る．

IH　病院薬局環境基準第三 次案 （最終案）

　1．　基 準案作成 に あた っ て の 考え方

　基準案作成 に あた っ て は ，前述 した よ うに 病院薬局 て

働 く職員 の 多くが快適 と感 じる と と もに，職員の 健康保

持 （疲労軽減を含む），作業能率向上 と合わ せ て 医薬品

の 品質保 全 を 目標 と した．実際 の 数値は 実態調査，他 の

基準，文献等を参考に して 実現可能 と思わ れ る値 と し た

つ も りで あ る．

　 1−1 温 度 に つ い て

　現在は 何 らか の 形 で 冷暖房を完備 して い る病院が多い

こ とは ア ン ケ
ート調査で も明 らか で あ る の で，年間を通

じた 基準 と した ，職場快適基 準検討結果報告試案で は ，

夏季 20 〜25
°
C （冷房），冬季 18〜20

°
C （暖班）て

’
あ り，

ビル 衛生管理 法で は 17〜28
°
C とな っ て い る，

　 1−2 湿 　度

　最も快適な 湿 度は 50〜6〔〕％ と され て い る が，温 度 に 比

べ て 湿度は 調節が困難 で あ り， 冬期 は50 ％以 ドに な り・LV

すい ．そ こて ビ ル 衛生管理法 に 準 じて・io〜70％ と した ．

　1−：S 浮 遊 粉 塵

　前述 した よ うに
・
搬 粉塵 と 薬塵を 含め て 浮遊粉塵 と

し，労働安全衛生法，ビ ノし衛生管理 法その 他の 棊準 に 準

じた，0．15　mg ／m3 以下は 空調 の 吹 き出 し口 の 基準値
『
〔

相当高い 水準で あるが ， 薬塵発生源 で の 部分集塵を十分

に 行った 場合は 達成可能な値で あ る．

　 1−4 換　気

　病院薬局は 比較的狭 い 脈 二 多くの 職員 が 働い て い る の

で ，職場快適基準検討試案 に 準 じた．

　 1−5 ，照　度

　昨年 の 照度 の 実測 とその 際の 職員の 明 る さ の 意識調査

に よ る と，適 当 また は 明 るい とい う照度の 下 1恨 は 次 の 通

りで あ っ た．

　　調　　剤　　室　・loo　lx

　　製 　剤 　室 3001x

　　薬占占金蛮
三

理 室　　5001x

　　麟體蠶｝… lx

　 Wakc らに よ る各種光源 と まぶ し さ感 との 実験に よ る

と，10001x 以上で は まぶ し くて お ちつ か ない 感じが 出

て くる （図 3 ）．

　 そ の 他，照明学会照 度調 査委員会 で 適正照 度 に 関す る

心 理 的 実験 の 結果 で は ，
3mm 角 の 活字 が読み やす い の

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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病 院 薬 局 環 境 基 準 第 三 次 案

基 　準　案 備 考

1 ．温　　度

2 ．湿　　度

3 ．浮遊粉 塵

4 ．換　　気

5 ．照 　　度

6 ．騒 　　音

7 ．色　 彩

19〜26°（年尺日）

40〜70％　　（亦目丈寸彳晁度）
0．15mg／ rn’以 下

30m・／人／hr
CO ：検 出せ ず

CO2 ：1000ppm以 下

精密作業　　600〜10001x
普 通 f乍業　　500〜　8001x

機 械休 止時

　55ホ ン 以 下 が蝦 ま しい

機 械稼 動時

　 65ホ ン 以 下 が 望 ま しい

壁 → 淡 緑 色 2．5G ％，ピ ン ク色 5YR ％
　　淡 緑色 2．5G ％ ， 淡 灰 色 N9 ，N8
天 井→淡 青色 2．5B ％

　　　白色 N9 ま た は 壁 色 と 同じ

灘｝飆 撫 蹶
　 　 　 　 　 　 緑 色 4．5BG ％

特に 細 か い 文字，数 字な どをみ る

1幾会 が 多い と こ ろ は 1000〜
1500　lxとする こ とが 望ましい ．

参 考 基 準

《

Room　Co］or →ピ ン クYR ％，5YR ％，
　　　　　　 淡青色 2，5B ％

　　　　　　 淡 灰 色 （Pearlgray）N9 ，
　　　　　　 N8，
　　　　　　 淡 緑 色 2．5G ％
注射室→ 暖 色系 （r］：間系 に 近い ＞2．5YR
　　　　　　 ％ と寒 色 系 2．5B ％を併

　 　 　 　 　 　 用

薬 品 戸棚 の 内側→ 青色 1・，5PB ％

（危険箇 所 ）ハ ン ドル ．ベ ル ト→ 黄色 8Y
　　　　

s
／c，黄 3．5Y ％

ス イ ッ チ → オ レ ン ジ 色 3．5Y ％
薬品装置 びん の ふ た

（毒）→ 黒 色 　N1．5
（劇）→オ レ ン ジ 色　9．5R ％
（普）→ 青色　1．5PB ％

A

　 　
光

源
の

ま
ぶ

し
さ
一

感
　　

　
一

　 　

　　
　一

　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 照 　 度

　 図 3．　！撫慶 とま βミ し き ξ惑 （、Vake　et としL，

〕

1977）

は 700　lx，2mm 角活字が読 みや すい の は 20001x を必

要 とす る （図 4 ）．

　以 ヒに よ り，普通作業 に お け る 場合の 照 度 の 下限は

50e　lx，文字 また は こ まか い 対象物をみ る 機会の 多い

医薬品情報室 ， 医薬品試験室 で は 6001x 程度が 適当で

あろ う．非常 に こ まか い 文字や 数字を み る機会が 多い 場

合は 10001x 以 上 を必要 とす るの で，備考欄で 参考基準

案と した．

　1−6 騒 音

　職場快適基 準検討試案に ほ ぼ準 じた．現状で は分包機

の 騒音が調剤室 の 騒音の 主な原因 で あ る こ とか ら，分包

機の 多い 病院ほ ど騒音は 大 で あ る，今 回 の 測定 で 1 日を

通 し て み る と散剤 コ
ー

ナ
ー

の 騒音は 8病院中 1病院が 基

N 工工
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（

100
　 90
　 8eI

ジtl　70
　．ltL　60
や 50

緬
　 3け

　 20　 −．1．…
　 ユo　−−4 −−
　 o

一一
「
一一 ：　 I　 I−一

广
一

「
一〒一一

一一一　　L−←　

　 10　 2030　50701002003e  5 07001000
　 　 　 　 　 　 　．1「t　 ll芝　／x ．

　 虻 ｝：と 周囲 と の 輝度 対比 約80％，観 察 距 離30  の 場 合

の もの で あ るか 、こ の 恨 拠 と な っ た 実 験 結 果を
・
般式 に

．1る とつ
’i　u
’
） ように な る．

　　　 8− 11　10gE十 〇．5C 十 9＞価 〔A − 1）ト32

　 た た し　 S ：読 み や す さ，E ：照 度 12．5−−11201x，
　 C ：解1り塹k・1’」匕　9〜94f，・」，　D ：径児気｛距 寫靠　30

．−200cm，
　 A ： i）Ci・］’：の 丿くき さ 0，2 −1，0cm

感 1、占を 式わ す ，，葉
」陪1∫に 読 ；；や す い

II・／1日’
1点や

．
｝
’
い

t：い た・111　
il’・
通 に 11売

η ゐ

≒
’1ト1　，し　幽　．，　’　ヒ　　　ニ　@厂）　　糞　@

　
‘ 冠 全に は見

ない II 元める． 卜 t
O努り ・t
要｝．る lr売めるヒ 1 ，，
L めなL ・
ｵ．り境llW ．F ； ．るか
ﾂ．えな1、・ ，し1

＿ 一）」 し こト ［ 図 1 ． 照

と読みや す さ の 関係 準案 以 上 て ある が，丿 歯準 値ぎりぎ

の 病 院が 多 い， 65 ホ ソ以 E ではうるさい感 じが強い

で 機 械 稼 動 時 でも 65 ホ γ 以下が望 まし い． 製 剤 機

， 分包 機 は まだ 騒 音 レ ベル が 高いので 購 入時に は 騒

を配 慮 した

器の選択 が 必要

となろう ． 　1 − 7 色　彩 　 視 覚 に与 え る 色彩

影 響は 大 で あるので 色彩へ
の

配慮 は 必 要 であ る． し

し ， 第 一 次素 案では そ の 内容が 厳 し い た め 多くの意

があ っ た ．そ こで最

案では参考基準 と す るこ

とした． IV 　病院薬 局 環境測 定方 法 　病院 薬

の環 境 は， 原則 とし

表 5 に 示

た方法 で測 定す るものとする． お わ りに 　

年 は病院薬 局 の騒音と浮 遊粉塵 について若 干の 施設

測定を 行っ た ． 騒音 は 最 終基 準 案 ぎりぎりの状 態であ

閨 C より下げる 努 力が必要 であろう，浮遊 粉塵は相 対 濃

度測定法 を 用 いて測 定した が ， 未だ測定 例 が 少な

ので 今後， 種々 の条 件 で 測 定 することが必要で あ る

　本 年 は最終の3年目であ るのて騒音，粉塵，照度の

測 結 果をふまえ，文 1 獣も参 照し て 再度 病 院薬局環

基準 案を提案 した．病 院 薬 局 の環 境は快 適で 能 率 よ

業 務 が 遂行され， 薬剤の品質保 全をはかる べ く 維持

れ なけれ ば な ら な い ， 基

案

現状を
基礎

C多 ｭの望ましい 表5．病院薬局環境測定方法

，薀 』』

<TAB><TAB><TAB>一一<TAB>　　　 　 　

　 　 　 　 　 @ 一一齟尸 7 −

Dv 曙．
齶

匿 <TAB><TAB>測　
定 @ 器 <TAB>　 　 　 　

　　
　

　　　i測　 定 　

_<TAB>測
定時間 その他 <TAB>度

<TAB>0
．

目盛温度1，1．<TAB>室の中央部床L75〜120cmの位概<TAB>作業’日き間中
　
　1時！用．問

@ ． 　益孟　 　 1 変 　　　 　 0

5 °孛乞 茜 1 ［王二 長 ξFI1り

1 ； 1 ． 　 　 　lrr 】

D 浮 遊粉 旗 　 分粒装 置 を

る

　

　

過補 集方法 に よる E
　　 　

量 法または当該機 器 　 　

　を標 準

して較正し 計 器 器

塵発生源 を中心 と して 5点，
ｰL75 〜120 ⊂ ．m の 位 「 司　

11 ≡ 業 時間 中 1 日3 【 li］以L
通 常始 黨 後 ， 終 裳 前 及 びその中間

L ？． i

量濃測定器 を楳準とし て較1ド した機器としてfジタル

M ，

i

P−

，ピ

バ ラ ン ス粉 塵1

g などがある．　　　　 　 　 　 　

　　　
■
　　 ！ E 二 t 妾 グ ）　 3　　［ ErL た　 　
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条件も加味 した が ， 病院薬局の 設 備，機罌が 今後改善さ

れ て い け ば 基準も変 わ る の が 当然で ，その た め に は 我 々

薬剤師は もち ろん ， 機器 メ ーカーの 協力も望 まれ る とこ

ろで あ る，

　今後，こ の 基 準案が病院薬局環境衛生改善の
一一

助とな

れ ば幸い で あ る，終わ りに の ぞ み ， 照度 ， 騒音 ， 浮遊粉

塵の 測定に 際 し ご協力を い た だ い た 各施設の 先 生 方並 び

に 種 々 ご助言 を い た だ い た （財）北里 ヘ ル ス サ イ エ ン ス セ

ソ タ
ー
小 西淑人主任研究員に 厚くお 礼を申 し上げ る．

〔参考資料〕

環境改善対策に つ い て

表 1．各 種 ラ ン プ の 特性
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　 本小 委 員 会は 病院薬局の 環境衛生を少 しで も改善 して

ゆ くた め の
．つ の 方策 と して環境基準に つ い て 倹討 して

きた．新築，改築の 際は こ の 基準を 目標 に して 設計す る

こ と，また ， 現状が 基準値以上の 場合は改善す る こ とが

望ましい が，こ こ で は 改善す るに あた っ ての 手順などに
　 　
つ い て参老まで に その 概略 を の べ るt

　環境因子 と して は 7項 目を あ げて い る が ， その うち温

度，湿度 ， 換気 に つ い て は病院全体と して と りあげ る こ

とが前提 で あ り，薬局独 自で 対策 を考えて もなか な か解

決 し に くい ．た だ し，温度 に つ い て は パ
ッ ケ

ー
ジ型空調

機の 設置，湿度 に つ い て は 除湿機また は加湿機 の 設置な

どが考えられ る．こ こ で は照度，騒音，浮遊粉塵対策 に

つ い て の べ る こ ととす る．

　 1・ 照度 の改善

　照度が基 準に 達 して い な い とき，直 ち に 補助照 明 を考

え がち で あ るが ， その 前に 次 の こ とを 検討すべ きで あ

る．

　 1−−1　照度を 効率よ く得る た め の 工 夫

　照度は 単位面積あた りの 入射す る光 の 量で あるが ， 実

際の 照明で は 次式で 計算 され る：
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 FUMN
　 　 　 　 　 　 　 　 　 E ＝

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 A

　　E ：照度 〈lx）　　　 F ： ラ ソ プ の 光 束 Ux）

　　U ：照明率　　　　　M ；保守率

　　N ： ラ ン プ数 （本 ）　 真 ：被照面積 （rn2）

　 した が っ て ラ ン プ の 明 る さ，本数が一・
定で も照明率，

保守率が低ければ照度は 上らな い ．

　 ヒ記の 式 よ り照度を 維持す る 工 夫 と して 次の こ とが 大

切で あ る．

　（1＞ 効率の よい 光源を使用す る，

　光源 に は 多 くの 特性 を有 して お り，効率 に 大 きな差 が

ある （表 1 ）．

100 〔｝

toooO120009000

　 しか し ， 効率本位 で ラ ソ プを選定す る こ とは 危険で ，

演色性，まぶ し さ な ど も考慮す べ きで あ る．

　  　照明率 の 向上をは か る．

　照明率 とは 光源よ り出 る光 と被照面に 達す る光 の 割合

で，照明器 具，天井，壁，床 な どの 反射率などに 影響さ

れ る．

　  　保守率 を よ くす る．

　保守率 を よ くす るた め，経時的劣化 （光束減衰） の 少

ない ラ ン プ を使用 し，ラ ン プ交換や 清掃を計画的に 行 う

こ とで あ る．け い 光 ラ ン プ の 光束減衰，照 明器具 や ラ ン

プ の 汚 れ に よ る 光束低下 の デー
タ を図 1， 図 2 に 示す．

IOO

バ

90

↓8°

i
榊
力

50

　 工00

鐺
ll・・
螺

　 　 　 2000　4000　6000　SGOO　10000
　　　　　 点幻時闘 〔時間〕

図 L 　，iOW け い 光 ラ ソ プ （白色 ）

　　 の 光 東 減衰

事務所，商店，
学校，研 究所な

製造 工 場 ， 機械

0
　
　
　

0
　

　　
0
　
　
　

0
　

　
　

0
　

　
　

0
　

　
　

0

作業場 な ど

鋳 造工 場，溶

接 場 な ど

2　4　　6　8　10　12　14　16　1820　2224
　　　 よ ごれ の 累積 時間 〔月〕

図 2．汚 れ に よ る 光出力の 減少 （CIE 国

　　際照明委員会）

1−2　補助照 明 の 活用

以上の よ うな工 夫 を して も照度が 不 足す る場合は 補助
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　　　　　　　　　　　表 2．補 助 照 明 の 概 算

器具 直下照度 （白色蛍光ラン プ ｝　　　　　　　　　　白熱鞏球 の 場合 〔深型反射が さ）
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照明の 活用 を 考 え る必 要 が あ る，補助照明 の 概算を 表 2

に 示 す，照度を約 2501x 増 や した い 場合は 1m の 位置

か ら 3〔｝W の 白色 け い 光 ラ ソ ブ を 1 本 と り付け る と日的

が 達せ られ る こ と を示 す．

　2・ 騒音の 改善

　病院薬局 に は 騒 音 が 非 常に 閥題 とな る機 械 類 は 少 な く

な く，さ らに 多 くの 台数を い っ せ い に 稼動 させ る こ とが

多い こ と， 稼動時間が長い こ と等 で 今後薬剤部で 使用す

る機械の 騒音対策 は 必 要で あろ う．騒音対策 の 基本的な

手順 は 次 の 通 りて あ る，

　〈1） 騒音発生 機微に っ い て 騒音測定す る．

　周波数分析を行い ，特 に 2000〜800011z の 音は 人 に 与

え る影響が 大きい の で ，どの 機械 の どの 部分がその 原因

を な す か 見 きわ め る．

　  　騒音源を しゃ 音材 ， 吸音材等を用 い て密閉す る．

また 材質の 変更を検討す る．

　   　防音 ヵ バ ーを検討す る．

　（の　以 E．で 解決が図れない 場合は 機種の 変更，交換な

どを考慮す る．

　  　騒音源を隔離す る．

　以上の 過概で 機械 メ
ー

カ
ー

の 協力が 不 叮欠で あ る．改

造部分が機械 の 設計 に 関係す る こ とが 多い か らで ， 作業

性 ， 安全性，熱な ど を 十分
’iC考え る必要があ る．なお ，

しゃ 音材料 と して は ，鋼板 ， 石膏 ボード， 合板 な どが 目

的に 応 じて 選択 され る．吸音材料と して は グ ラ ス ウー

ル ，ロ
ッ ク ウール な どがあ る，

　3・　 淨遊粉塵対策

　散 剤を 取 り扱 う際，薬塵 の 発生を 防止す る 効果的な方

法が あま りない 現在 ， 薬塵を発生 源で 捕集 して室内に 拡

散 させ な い こ とが 第
一
条件で あ る．調剤室の み で な く散

剤を 扱 う製剤室 も同様に 考慮す る 必要が あ る．

　3−1 薬塵発生 源て
’
の 捕集 （部分集塵）

　（1） で きうる 限り層流を利用 して，薬塵 を 面 で と らえ

る よ うに し風 速を一定 に して，風量を多 くと る よ う設計

す る こ と．

　（2） 薬塵を吸引で きる最小風速 は O．2m ／sec ，効果を

あげ る た め に は 0．6m ／sec 以上必 要 で あ る．た だ し 1

m ／sec 以上で は 天秤が ゆれ た り， 散薬もと もに 吸 引 され

る こ とがあ る．した が っ て フ ィ ル ター面で 調剤台用集塵

機 の 最適風速は 0．4〜0．5m ／sec ，分包 機 また は 混和台用

集塵機 は O．5・−O．7m ／sec と されて お り，
0．2〜1．Om ／

sec 程 度 で 風 速 が 可 変で きる こ とが望ま しい ．

　  　現在市販 され て い る集塵機 に は，調剤台に 組 み こ

ま れ た もの の ほ か，既存 の 調剤台の 後に 接続で ぎる タ イ

プ，また 調剤台上 に 設置す る ボ ッ ク ス 型の もの ，分包機

用など多 くの 機種が あ る．した が っ て レ イ ア ウ トに 応 じ

て 選択すべ きで あ る．

　 3−2　全体集塵 に つ い て

　集塵効果を万全に 期すた め に は全体集塵 を 空調面か ら

考慮す る こ と も必 要で あ る．た だ し，こ の 場合は 室の 設

計時で ない とむ ずか しい ．その 際 考慮すべ ぎ点は 次 の 通

りで あ る．

　（1） 薬局の 空調は 別系統の 独立 型 に す る こ とが 望 ま し

い ，そ れ は 次の 理由に よ る．

　イ　熱負荷が多い こ と．

　 ロ　陽圧に すべ きで あ る こ と．

　 ハ 　薬塵の 拡散を さけ るた め．

　 3−3 沈降塵埃の 処理

　調剤室内の 床面 ， 分包 機 の 周 囲，調剤台，棚などに は

薬塵埃が沈降して い る．これ らは 人の 動き，風 な どに よ

り飛散 し，粉塵量を多 くす るの で，頻回に 除去する必要

がある．その た め 高性能 フ ィ ル タ
ーを 内蔵 し た真空掃除

機の 便用が 望 ま しい．
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